
起因物、事故の型：その他の一般動力機械 - 激突されの死傷災害発生事例（2017年）
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労

働

者

規
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1
14～

15

第一組立場で水密検査機にて出荷検査をするために出荷用のカプラを客先

から支給された被試験体（ワーク）に接続し窒素圧を加えたところ、ワー

クが破損したため、右手首を骨折し、右中指に怪我した。

54 11202

30

～

49

1
21～

22

当店ボウリング場内において、フロアの管理業務を行っていた際、遊戯中

の客から倒れたピンを立てるよう依頼され、被災者がレーン奥でピンを立

てたとき、ピンをセットする機械が作動してしまい、被災者の右側頭部に

接触し負傷した。

55 140309
1～

9

1
9～

10

当社工場内において、牛の給餌用のフィーダーバケット内のオーガスク

リューを外す作業を行っていた。 給餌口から両手を入れてオーガスク

リューを引っ張ったところ、他方の穴からオーガスクリューが抜け落ち、

その反動で支えていた方が跳ね上がり、穴の中で左手が強打されて負傷し

た。

59 11702

10

～

29

2 14~15

クリーニング工場の作業場において、製品を結束する結束機（バーが回転

する）のすぐ横にゴミ袋をかける鉄のフレームが置いてあった。 本人がそ

の横で製品を積んでいたところ、別の職員が結束機を使用した際、バーが

鉄のフレームにあたり、その勢いでフレームが本人の左脇腹に直撃した。

44 130201

10

～

29

2 14~15

主桁定着部（C4）のウォータージェット斫り作業時に斫りガラが養生内に

溜まり、その中での作業だった為足元が悪くガラを踏み外し、施工中に転

倒し、ウォータージェットが暴れ、そのウォータージェットにより被災し

た。 （ウォータージェットは手を離すと止まる構造になっているが、水が 27 30105 ―



完全に止まるまでに1～2秒かかる。 その1～2秒の間に被災した。） 救急

搬送後、直ちに手術を行い全治2週間程度の診断。 その後は自宅療養、通

院での治療およびリハビリの見通し。

3 15~16

プラスチック製の建築資材（ドアレール枠、160㎝×3.5㎝×15㎜）の端を

回転している丸鋸（直径約30㎝）を使用して削る作業中に、用意されてい

る保護具をつけ忘れたため、削られた製品の一部が左眼の瞼に飛び、裂傷

を負った。

61 11402
1～

9

3 11~12
消火栓設置工事の為、アスファルト舗装を電気ピックで取り壊し中、誤っ

て右足親指をのみ先で叩き怪我をした。
37 30199

10

～

29

3 9~10

事務所内の広い場所で、コンプレッサーからホースをつないで20ブレー

カーを点検しているとき、重機で使用するゴムパットに押し当てて確認し

ていた。 そのとき窪みや穴がゴムパットに空いていて、グラグラとして不

安定な状態であった。 点検後の確認中に誤って、20ブレーカーで左足の

人差し指を打ち骨折した。

25 80409

10

～

29

4
13～

14

木造2階建て住宅新築工事現場で梁の上部に木材を設置する際、くぎ打ち

機を誤って自分の方に発射させ、左親指にあたり切創した。
21 30202

1～

9

4 8～9

プレス機の送り台が機械から出てきたとき、送り台のゴミを取ろうとし

て、トラテープの内側に送り台が動いていたが右足を踏み入れてしまい、

右足に送り台が当たり負傷した。

28 170101

100

～

299

4 8～9

草刈り機にて草刈作業中に、段差にはまり機械から振り落とされて転落

し、ハンドルレバーが手に引っ掛かり、草刈り機のレバーがバッグギヤに

入ってしまい、自分の方に向かってきて轢かれた。

59 30106

10

～

29

4
15～

16

1番ホールでけん引車輌で落葉清掃中立ち往生して機械をはずした時、坂

のため動いて来て、止めようとして木と機械に挟まれ足を骨折した。
67 140301

50

～

99

故障中のシャッターを業者が修理し始めたところ、絡まったチェーンが解



6
10～

11

けて急に下がってしまった。 シャッターは、発送用のクールボックスの端

に当たった後、更に下がり、通りかかった派遣社員の頭部に当たってし

まった。 その後、救急搬送され、頭部右側打撲により、全治1ヶ月の診断

を受けたものである。

74 170101

500

～

999

6 8～9

リパックエリアで、機械がプラスチックに入っている卵を吸盤で吸い上げ

て、ダンボール梱包用のトレイに移す際、プラスチックトレイに正確に

入っていなくて抜けている状態で機械が停止したため、トレイの卵を除く

ために手を入れた際、機械が非常停止せず、頭部をロボットヘッドに挟ま

れた。 その際、左頭部、右の顔から首にかけて打撲し、歯（左上糸切り

歯）も欠けた。

38 70101

30

～

49

7 10~11

畳床製作工場内において、畳床製作機械を止めずに機械に付着したゴミを

取り除く作業を行ったため、機械のツメ部分にはさまれて右手親指を骨折

した。

35 11709

10

～

29

7 11~12

小学校で門柱解体の作業をしているときに、切断機（エンジンカッター）

で、コンクリートの門柱を切断する際に、門柱内に鉄筋があることを想定

し作業を進めていたが、集中力・注意が足りなく切断機の刃が鉄筋に当た

り、切断機が跳ね返り切断機の刃により顔左側を切ってしまった。

25 30209

10

～

29

7 11~12
足場の上でコンクリート壁はつり中にドリルを使用し穴をあけていたが鉄

筋にドリルの刃がくいこみその反動でドリル本体が顔にあたり骨折した。
36 30209

1～

9

7 15~16

会社内で成形作業中に、ラックモーターの修理をしようとした時に、成形

機と横走行取出機を停止させずに、作業をしたため、後頭部とおでこをぶ

つけてしまった。

57 11403

100

～

299

7
10～

11

新築工事に伴う給水管取出工事において、給水管を掘削し、配管をする箇

所に大量の雑草が生えていたため、作業員がエンジン式草刈機にて雑草を

刈り込み中に、近くにいた被災の左肩に接触してしまい、負傷した。 機械

に草が引っ掛かり、引っ張って取ろうとした際、右後方で雑草を拾ってい

た被災者に機材が当たった。

35 30199
1～

9

自社工場において、フォークリフトの錆取エアーブロー作業をしていた 10



9
16～

17
が、エアーホースが絡み、絡みを直してホースを床に置いたところ、追加

ホースが外れ左まぶたに飛んできて負傷した。

57 80209 ～

29

9
16～

17

当社工場内に於いて、生産終了による片付をしていた最中、工場内を点検

したところ水中ポンプ（移動式自動5kg位）が足位置に片付けられていな

かった為、持ち上げたところ手がすべりそのまま落下、その際右足薬指に

当たり負傷する。

35 10102

10

～

29

9
9～

10

駐車場で草刈作業中、草刈機のエンジンが停止した為、再始動した時に高

速回転の刃が障害物（鉄）に当たり、反動で跳ね返り、近くで防護ネット

を持っていた被災者の左足すねに当たり骨折した。

66 30199
1～

9

10
9～

10

タコ漁操業中、小ローラーからロープが外れてしまい、左手首をロープに

はじかれ骨折した。
32 70201

1～

9

10
12～

13

事業所の玄関前で稲の脱穀機をバックで移動させている時、後方に柱があ

ることに気付かず脱穀機と柱に挟まれ、左下腹部を強く圧迫し皮下出血し

た。

37 130201
1～

9

10
16～

17

法面にて草刈機を用いた集草作業終了時に機械のエンジンがかかった状態

で反転機に絡んだ草を除去しようと右側前方の本番キャタピラと反転機の

間に体を入れた際、首にさげていたコントローラーのレバーが反転機と接

触した。 そのため機械が前進し被災者がキャタピラに接触し転倒、右大腿

部をキャタピラに轢かれた。

34 30309

10

～

29

11
16～

17

第一工場撚線工程Y-17号機の元材切替作業時に、カバーを開けた状態でリ

ミットスイッチを押し、寸動にて結び目を撚線機に入れている最中に結び

目が断線し、反射的に回転している装置内に右手を入れてしまった。

51 11109

50

～

99

12 14~15

会社作業場で、塗装の吹き付けに使用するエアレスの点検中、吹き付け口

が詰まって塗料の出が悪かったので、右手示指でエアレスガンを手前に引

きながら、左示指で取り除いていた時、詰まっていたものが取れたため、

高圧で噴射された塗料が左示指に入り込み負傷した。

42 30209

10

～

29

墓所工事で使う木材を自社置き場にてベビーサンダーを使用して加工して



12 10~11 いた際、カッターがはね、左手を負傷し、作業を中断して病院へ向かっ

た。

40 30309
1～

9

12 18~19

食器類を洗浄する洗浄機で、おかずを入れるバッカンを洗っていたとこ

ろ、機械内でバッカンが引っかかった。 それを取ろうとしてバッカンを

引っ張ったところ勢いよく外れ、左手人差し指に当たり裂傷し、病院で1

針縫った。

67 10109

30

～

49

12 15~16

社内にて、一人で裁断機の製品の型替え作業中に、電源スイッチを切って

作業をするところを切り忘れていたため、うっかりフットスイッチに当

たった拍子に機械が動き、胸に当たり負傷した。

68 10609

10

～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html
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